
 

 

 

 

 

 

 

 

 

映画｢戦場ぬ止み｣･･･拍手や共感の笑い、そして涙 

会場と映画が一体となった試写会でした 
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辺野古埋め立て土砂搬出反対ニュース 
北九州連絡協議会≪2015年 9月 9日・No.23≫ 

連絡先…森下宏人 090-9495-3902 八記久美子 080-1730-8895 

 

 

辺野古には、米軍基地よりジュゴンの｢保護区｣を 

 

ただ今 

8，285筆 

■会場いっぱいの人が 
9月8日(火)､戸畑生涯学習センターにお

いて、｢戦場ぬ止み｣の試写会を開催しまし

た。何人来るだろうかと心配しましたが、

当日は会場いっぱいの参加となりました。 

 映画｢戦場ぬ止み｣の上映時間は 129分で

すが、あっという間に終わってしまいまし

た。身を乗り出すように見ている人、涙を

ぬぐう人、そしてたびたび起こる、共感の

拍手と笑い。本当に、会場と映画が一体と

なった試写会でした。 

 試写会の感動をエネル 

ギーに、10月の本上映を 

成功させたいと思ってい 

ます。 

■門司の土砂がなければ 

基地建設をすることは出来ない 
北九州連絡協議会では、10月の映画上映

と、11月の三上智恵監督の講演会を取り組

みます。 

連絡協議会では、辺野古を守ろうとする

沖縄の斗いの実態と、沖縄の人々の心を肌

で感じてもらい、その感動と知識を、土砂

搬出反対運動の大きな力にしたいと思っ

ています。 

門司地域からは、埋め立て土砂の 35％が

搬出される予定です。と言うことは、門司

から土砂を出さなければ、基地は建設出来

ません。 

基地建設の当事者として、沖縄や他の搬

出予定地と連携して、大いに頑張ろうでは

ありませんか。 
試写会の始まる前に、会場の様子をパチリ 

●沖縄の人々と共に涙し、一緒に拍手し、映画の間一緒に斗った。

多くの人に見てもらいたい。(小倉北区・男性) 

●辺野古の人たちの折れない心、不屈の心に、励まされました。 

(小倉北区・男性) 

●沖縄の闘いに感動しました。みんなで≪力≫を合わせて、これ

からもガンバッテ行こう。(門司区・男性) 

●沖縄の人々の闘いが、直火に伝えられる映画でしたね。この闘

いは、沖縄の人々だけでなく、日本人全体の問題としていかな

ければと、強く感じました。(門司区･女性) 

 感想文から一部をご紹介します。 

チケット(整理券)は
1000 円です。 


